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清
水　

私
は
、
以
前
大
久
保
山
の
近
く
に

住
ん
で
い
た
の
で
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の

丘
が
好
き
で
す
。

深
澤　

本
庄
は
新
幹
線
の
駅
も
で
き
た
し
、

こ
れ
か
ら
発
展
し
て
い
く
ま
ち
だ
と
思
い

ま
す
。

高
山　

本
庄
は
、
中
途
半
端
だ
け
ど
便
利

だ
し
、
東
京
に
も
近
く
て
住
み
や
す
い
で

す
よ
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ま
だ
ま

だ
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
類　

自
転
車
通
学
を
し
て
思
う
の
が
、

発
展
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
そ
う
で
な
い

と
こ
ろ
の
差
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

本
庄
は
中
心
に
行
け
ば
発
展
し
て
い
ま
す

が
、
学
校
の
近
く
な
ど
は
何
も
な
い
と
感

じ
ま
す
。

市
長　

何
も
な
い
よ
う
に
見
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
第
一
高
校
や
北
高
の
周
辺

で
は
、
野
菜
が
た
く
さ
ん
採
れ
ま
す
よ
。

本
庄
の
野
菜
は
と
て
も
価
値
が
高
く
て
、

ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
類　

畑
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
私

の
祖
父
と
祖
母
は
、
新
潟
で
農
家
を
し
て

い
ま
し
た
。

市
長　

本
庄
で
も
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
生
産

者
の
顔
写
真
な
ど
を
張
っ
た
も
の
が
、

ス
ー
パ
ー
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
萩
原
さ

ん
は
ど
う
で
す
か
。

萩
原　

本
庄
早
稲
田
駅
な
ど
、
発
展
を
急

い
で
い
る
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

市
長　

そ
う
で
す
か
。
急
い
で
い
る
よ
う

に
見
え
る
か
な
。
全
体
的
に
、
本
庄
は
中

途
半
端
な
と
こ
ろ
だ
と
い
う
意
見
が
多

か
っ
た
け
れ
ど
、
み
な
さ
ん
が
自
動
車
の

免
許
を
取
る
と
、
こ
の
地
域
は
と
て
も
便

利
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。
群

馬
や
長
野
方
面
に
行
く
に
も
、
東
京
に
行

く
に
も
、
い
い
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
私
に
聞
い
て
み
た
い
こ
と
、
あ

る
い
は
み
な
さ
ん
で
話
し
て
み
た
い
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

青
木　

今
、
各
高
校
の
代
表
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
も
っ
と
学
校
同
士
の
交
流
が

あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
以
前
、
小
川

高
校
で
生
徒
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
時

に
、
本
庄
北
高
校
の
代
表
と
し
て
何
人
か

の
生
徒
と
行
き
ま
し
た
。
県
内
の
各
高
校

の
生
徒
が
集
ま
っ
て
、
自
分
の
学
校
の
紹

介
や
意
見
交
換
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

し
ま
し
た
。
本
庄
で
も
そ
ん
な
場
が
ほ
し

い
で
す
。

市
長　

ぜ
ひ
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず

は
、
各
学
校
の
生
徒
会
で
連
絡
網
を
作
っ

て
、
始
め
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。
最
初

2008新春座談会

は
小
さ
な
こ
と
か
ら
始
め
て
、
い
ず
れ
は

７
校
合
同
で
文
化
祭
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
企

画
し
て
み
る
と
か
。
そ
の
と
き
に
シ
ル
ク

ド
ー
ム
や
文
化
会
館
を
使
う
場
合
は
、
市

で
も
協
力
し
ま
す
。
学
生
の
み
な
さ
ん
か

ら
自
発
的
に
提
案
が
あ
る
の
は
う
れ
し
い

で
す
ね
。
い
い
提
案
で
す
。

高
山　

市
長
が
高
校
生
に
望
む
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

市
長　

僕
が
高
校
生
の
み
な
さ
ん
に
望
む

こ
と
は
３
つ
あ
り
ま
す
。１
つ
目
は
、色
々

な
催
し
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
参

加
す
る
こ
と
で
す
。
み
な
さ
ん
の
視
野
も

広
が
る
し
、
社
会
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に

な
る
は
ず
で
す
。
２
つ
目
は
、
先
ほ
ど
話

し
ま
し
た
が
、
市
内
７
つ
の
高
校
で
い
っ

し
ょ
に
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
こ
と
で
す
。
３

つ
目
は
、
外
か
ら
物
事
を
見
る
目
を
養
う

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
本
庄
の
良
い
点
も

悪
い
点
も
、
外
に
出
る
と
さ
ら
に
よ
く
分

か
り
ま
す
。
良
い
と
こ
ろ
は
伸
ば
し
、
悪

い
と
こ
ろ
は
改
善
す
る
。
こ
れ
は
人
も
同

じ
で
す
。
自
分
を
外
か
ら
見
る
目
を
身
に

つ
け
て
、
成
長
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

最
後
に
、
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。

深
澤　

本
庄
の
特
徴
や
市
の
色
々
な
取
り

組
み
を
、
少
し
で
も
知
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。

青
木　

ほ
か
の
学
校
の
生
徒
か
ら
意
見
を

聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
い
い
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
続
け
て
く
だ

さ
い
。

市
長　

う
れ
し
い
で
す
ね
。
こ
の
座
談
会

を
通
し
て
、
本
庄
の
動
き
を
感
じ
て
も
ら

え
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
学
校
に
帰
っ

た
ら
、
友
達
に
本
庄
を
Ｐ
Ｒ
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
日
は
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
を
一
部
省

略
・
編
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

青木　祥太
本庄北高校３年

高山　桃子
本庄東高校２年



･･････････････････････････････････････････････････

平成20年1月1日号7

シラコバト賞
［住みよいふるさとをつくる活動］

児玉町大久保青年会
（児玉町児玉）

　

市
で
は
、
市
民
の
生
活
お
よ
び

文
化
の
向
上
並
び
に
社
会
福
祉
の

増
進
等
市
政
に
対
し
て
特
に
功
労

が
あ
り
、
他
の
模
範
と
な
る
人
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
11

月
29
日
市
役
所
大
会
議
室
に
お
い

て
、
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

み
な
さ
ん
に
市
長
か
ら
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
市
政
功
労
表
彰
者

自
治
功
労

中
原　

則
雄
（
栄
１
）

髙
橋　

和
美
（
見
福
２
）

町
田　

美
津
子
（
小
島
３
）

髙
橋　

清
一
朗
（
児
玉
町
金
屋
）

髙
山　

行
雄
（
西
五
十
子
）

小
林　

金
重
（
鵜
森
）

清
水　

達
夫
（
児
玉
町
高
柳
）

保
健
功
労

福
島　

利
浩
（
小
島
１
）

環
境
衛
生
功
労

中
里　

八
郎
（
児
玉
町
太
駄
）

井
上　

清
（
前
原
２
）

久
木
野　

光
義
（
若
泉
２
）

皆
山　

孝
之
（
銀
座
３
）

宮
内　

民
次
郎
（
中
央
２
）

香
取　

敏
夫
（
銀
座
２
）

飯
塚　

勝
己
（
児
玉
町
児
玉
）

竹
村　

一
男
（
児
玉
町
児
玉
）

消
防
防
災
功
労

中
島　

誠
二
（
銀
座
２
）

今
井　

章
弘
（
児
玉
町
児
玉
）

社
会
福
祉
功
労

関
根　

ツ
ル
（
児
玉
町
吉
田
林
）

境
野　

政
紀
（
新
井
）

新
井　

賢
一
（
中
央
３
）

井
上　

健
治
（
北
堀
）

内
藤　

文
夫
（
寿
２
）

体
育
功
労

須
長　

い
み
子
（
児
玉
町
児
玉
）

茂
木　

多
美
子
（
緑
３
）

産
業
功
労

本
庄
市
く
ら
し
の
会
（
本
庄
３
）

教
育
文
化
功
労

タ
ツ
ム
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

　
（
東
五
十
子
）

八
木
建
設
株
式
会
社
（
中
央
２
）

中
林　

敬
一
（
東
京
都
青
梅
市
）

善
行
功
労

配 

食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
こ
だ
ま
（
児

玉
町
児
玉
）

特
別
功
労

新
井　

孝
志
（
牧
西
）

澤
田　

三
津
江
（
西
富
田
）

（
表
彰
名
簿
順
・
敬
称
略
）

―

市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
32
個
人･

団
体
が
表
彰
の
栄
に―

県知事表彰
［技能功労］
山下 征夫 氏
（児玉町下浅見）

県知事表彰
［保健衛生功労］
春山 良夫 氏
（児玉町児玉）

県知事表彰
［警察功労］
本間 達志 氏
（中央２）

県知事表彰
［児童･青少年育成功労］
戸塚 祐代 氏
（南２）

県知事表彰
［地方自治功労］
戸谷　丈 氏
（東台２）

県知事表彰
［消防功労］
久保田 文雄 氏
（沼和田）

県知事表彰
［消防功労］
茂木 武夫 氏
（北堀）

　埼玉県は、11月14日県民の日記念
式典において、県知事表彰とシラコバ
ト賞の受賞者を発表しました。本市か
らは、次の７人のみなさんと１団体が
受賞されました。

県知事表彰、
シラコバト賞に各氏

紺綬褒章
内藤 文夫 氏
（寿２）

　

市
に
寿
学
童
保
育
室
を

寄
附
さ
れ
た
内
藤
文
夫
氏

に
、
12
月
５
日
、
紺
綬
褒

章
が
吉
田
市
長
を
通
じ
て

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

内藤文夫氏に
紺綬褒章


